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広報委員
の一言

　私には、ほぼ年１回のペースで何度も見返して
いる映画があります。それは1977年に公開された
「八甲田山」です。新田次郎の小説「八甲田山死
の彷徨」を原作とする史実に基づいた映画で、高
倉健さんを始めとする豪華俳優が出演している大
変有名な作品です。初めて観たのは公開当時では
なく、30年程前のことだったと思います。上映時
間の２時間半の大半が雪山での過酷なシーンで占
められており、こんなことが実際にあったのかと、
何度観ても辛い気分になる映画です。
　1902年、日露戦争を目前に控えた日本陸軍は、
寒冷装備と寒地訓練が不足していることが課題で
あると、厳冬期の八甲田山系で雪中行軍を実行し
ます。青森と弘前から、二つの連隊がそれぞれ出
発し、雪の八甲田ですれ違う計画とされました。
しかし、その行程の最中、記録的な大寒波が八甲
田山系に訪れてしまいます。青森連隊は視界も効
かぬ猛吹雪の中、方向を見失って彷徨うこととな
り、210名中199名が死亡するという悲惨な結果と
なりました。
　現在、その地には慰霊塔や遭難記念碑が建てら
れています。私も30年程前に青森旅行をした際に
訪れたことがあります。もちろん冬ではありませ
んが、誰もおらずひっそりとしていました。小さ
な古びた資料館もあり（2002年に老朽化で閉鎖。
2004年リニューアル）、実際に部隊が使った道具
や、隊員たちの重度の凍傷の記録などが展示され
ていたと記憶しています。

　実は、私の住む新発田市にも映画のロケ地があ
ります。現陸上自衛隊新発田駐屯地内の、通称「白
壁兵舎」と呼ばれる建物です。均整のとれた美し
い兵舎の外観が、映画の中でしっかり確認できま
す。白壁庁舎は、現在史料館として一般公開され
ています。映画の撮影風景を収めた写真や出演俳
優（高倉健、三國連太郎、加山雄三など）のサイ
ンも展示されています。冬季には「八甲田山」の
上映会が１週間程開催されます。ここ数年は、そ
こに年１回行っているため、年１ペースの鑑賞に
なっているというわけです。
　また、渋谷のオーチャードホールで「八甲田山　
シネマ・コンサート」が2020年２月に開催されま
した。大スクリーンでの映像に合わせて、音楽パー
トをフルオーケストラが生演奏を行うという、大
迫力の上映会です。上映前には出演者である北大
路欣也さんと秋吉久美子さんによるトークイベン
トもありました。後ほど調べた情報ですが、製作
陣は実際に遭難事故のあった冬の八甲田で撮らな
ければ本物の空気感は出ないと、３年に亘って命
懸けでロケを行ったのだそうです。極寒の厳しい
撮影に耐えきれず逃げ出すエキストラもいて、駅
に見張りを立てたというエピソードもあったそう
です。
　映画「八甲田山」をご紹介しました。今年の冬
も、また観るだろうと思います。

（平塚 素子　記）
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